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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、①人間にとって最も近縁なチンパンジー属 2種（チンパンジーとボノボ）を研究
対象に、②野外研究と実験研究を組み合わせ、③認知機能の生涯発達と世代を超えた知識や技
術の伝播に焦点をあてることで、人間の認知機能の特徴を明らかにすることを目的とした。日
本には皆無だったボノボ 6個体を北米から導入した。これで、チンパンジーとボノボの野外と
実験研究の体制が整い、人間を加えた「ヒト科 3種」の比較認知科学研究を推進した。具体的
成果として、チンパンジーの道具使用にかんする社会的学習、チンパンジーによるチンパンジ
ー殺しの実態、ボノボとチンパンジーの注視点の種差を解明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Cognitive functions were compared among humans and nonhuman primates. The main 
targets were chimpanzees and bonobos, species sharing the last common ancestor with 
humans. Laboratory and field studies together formed an integrated approach to 
understand primate foundations of the inter-generational social transmission of 
information and technology. Six bonobos were moved from North America to Kumamoto 
Sanctuary, Kyoto University. We established a research system involving chimpanzees and 
bonobos in both the laboratory and the field. Comparative cognitive science studies in 
humans, chimpanzees, and bonobos were supported. Through these studies, our 
understanding of social learning in tool-use settings, conspecific killing in chimpanzees, 
and species differences in visual fixation points in chimpanzees and bonobos has been 
greatly improved. 
 
研究分野：心理学、実験心理学 
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景となる研究分野は、「比較認

知科学」（Comparative Cognitive Science）
と呼ばれる。認知科学は、人間の心すなわち
多様な認知機能の科学的研究であり、1970
年代に欧米で発展した。しかし人間の認知機
能がわかったとして、重要な問いが残る。そ
うした認知機能はどのように進化してきた
のか、という問いである。人間の体が進化の
産物であるのと同様に、人間の心も進化の産
物である。しかし、心は、体のように化石の
骨や歯から推定することはできない。そこで、
共通祖先からわかれた近縁種の認知機能を
比較することによって、人間の認知機能の進
化的起源を探る必要がある。そういう研究分
野が、比較認知科学である。 
チンパンジーの認知機能の研究は、20 世紀

初頭から心理学者の興味をひいてきた。
1960-80 年代には、人間の使う手話や図形文
字を教える研究がさかんにおこなわれた。そ
れらの先行研究と本研究が決定的に違う点
が 2 つある。第 1 に、チンパンジーの子ども
を母親から隔離せず、親に育てられ、なかま
と集団生活する個体を研究対象にした点で
ある。参与観察法と呼ぶ新たな研究法で、研
究者は母親の助力を得て、子どもの認知発達
を研究する。群れ全体が研究対象である。第
2 に、本研究は、実験研究と野外研究を同時
並行した新たなアプローチである。「野外研
究」や「参与観察」の導入でチンパンジーの
認知機能の生涯発達を自然な姿で詳細に研
究し、人間やその他の霊長類と比較すること
ができる。国内に類似の研究はなく、国外と
比較しても本研究だけが、人工保育をおこな
わない自然な親子関係を基盤とした認知研
究であり、野外研究との対応という類例のな
い特徴を兼ね備えている。 

 

 
２．研究の目的 
 人間を特徴づける認知機能とその発達的
な変化の特性を知るうえで、それらが「どの
ように進化してきたか」という理解が必要不
可欠である。本研究は、①人間にとって最も
近縁なチンパンジー属 2 種（チンパンジーと
ボノボ）を研究対象に、②野外研究と実験研
究を組み合わせ、③認知機能の生涯発達と世
代を超えた知識や技術の伝播に焦点をあて
ることで、人間の認知機能の特徴を明らかに
することを目的とした。同属別種であるチン
パンジーとボノボの双方を対象に、野外研究
と実験研究を組み合わせて、とくに生涯発達

において重要な生後の 3 年間の認知発達と、
祖父母―父母―子どもという 3世代を超えた
知の伝承について実証的な研究をおこなう、
世界に類例のない新たな試みである。 
 

 
３．研究の方法 
(1)チンパンジーの野外研究はギニアのボッ
ソウの１群 9個体、実験研究は霊長類研究所
の 1 群 14 個体が主な対象だ。ボノボの野外
研究はコンゴの１群 27 個体、実験研究は京
大熊本サンクチュアリに平成 25-26年度に北
米から導入した 1群 6個体が対象である。「ヒ
ト科 3種」の比較研究をおこなった。 
(2)野生ボノボ研究をコンゴで開始した。30
年間継続しているギニアのボッソウ・ニンバ
の野生チンパンジーとともに、長期継続野外
研究と野外実験を粛々と進める。 
(3)京大の霊長類研究所と熊本サンクチュア
リに、比較認知科学用大型ケージが整備され
た。世界に類例のない巨大なグループケージ
（高さ約 16 メートル）に、「ウォークインブ
ース」と呼ばれる認知実験用の小部屋が整備
され、野生のようにつねに離合集散する複数
の生息地を遊動するしくみを作った。 
 

 
４．研究成果 
(1)アフリカの長期継続野外研究では、ケン
ブリッジ大学等との国際連携でおこない、チ
ンパンジーによるチンパンジー殺しの実態
を世界で初めて解明して 152 例を報告した。
食物資源と繁殖をめぐる彼らの本性に起因
していると結論付けて NATURE誌で公表した。 
(2)ボッソウの東に位置するニンバ山からの
研究成果としては、道具使用の標的となるア



リの種類の悉皆調査から、初めて特定のアリ
を採取していることが判明しアリ釣り行動
の詳細がわかった。 
(3)野生ボノボの食物分配の研究から、チン
パンジーと違ってたいへん寛容な分配があ
ること、とくに血縁のない女性間で分配がお
こるという新事実が発見された。 
 

(4)実験研究ではチンパンジーの描画を素材
に し た 比 較 発 達 研 究 の 成 果 を Child 
Development 誌で公表した。人間の描画の起
源を詳述したものとして高い評価を得た。 
(5)人間と同様に瞳孔サイズの同期現象やＳ
ＮＡＲＣ効果（数字の大小が空間的に表象さ
れているという現象）の確証が得られた。 
(6)コンピュータ・アリーナと名付けた、2個
体が隣り合ってモニター画面を操作する場
面で、協力や競合の過程を分析できるように
なった。チンパンジーにおける選択行動のゲ
ーム理論的な解釈の導入でもある。 
(7)模倣の基盤となる「行動の同期現象」に
ついても初めて解明が進んだ、外部に提示さ
れる音のリズム・テンポを手掛かりに行動が
同期する。世代間のインタラクションとして
興味深い点として、子どもは母親の行動に同
調する傾向がより強く認められた。 
(8)ボノボについては、チンパンジーと同様
の研究場面が熊本サンクチュアリで構築さ
れた。直近の研究成果から、チンパンジーよ
りもボノボのほうが目の部分に注目する時
間が長いことがアイトラッカー（視線抽出）
の研究からわかった。チンパンジーが男性優
位で道具を使いで攻撃性が高いが、ボノボは
女性優位で道具を使わず平和共存的だ。野外
観察を裏付ける個体レベルの認知機能の差
異が明瞭になりつつある。 

(9)ヒト科３種のアウトグループとして、同
じヒト科でありながら研究の乏しいオラン
ウータンについての研究を始めている。研究
の幅を広げることで、逆にヒト・チンパンジ
ー・ボノボの特性を浮き上がらせたい。 
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〔その他〕 
 
主な海外招待講演：最終年度（平成 27 年度） 
(1) Evolutionary psychology & primatology in 
the low countries. CBEN, University of 
Amsterdam. April 17, Amsterdam, The 
Netherlands 
(2) Haus der Kulturen der Welt (HKW). May 17, 
Berlin, Germany 
(3) Copernicus Festival 2015: Genius. May 22, 
Krakow, Poland 
(4) BioAnthropological Meeting (BAM): life, 
death and in between. University of Coimbra. 
May 30, Coimbra, Portugal 
(5) International conference on rainforest ecology, 
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Kota Kinabalu, Malaysia 
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(11) The 3rd International conference on 
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(12) Guangdong Science Center. November 22, 
Guangdong, China 
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Bengaluru, India 
(14) Conférence - Langage et cognition/primates 
et équidés (Sorbonne conference on chimpanzees 
and horses). January 07, Paris, France 
(15) The 8th Hope meetings, つくば国際会議
場. March 07, 茨城県つくば市竹園 
(16) Primatologists in Discussion. The 
Netherlands meets Japan. March 08, Leiden, The 
Netherlands 
(17) Lorentz Center Workshop: Tightening the 
Articulation Between Language and Number. 
March 09, Leiden, The Netherlands 
(18) ICN2016 Uruguay. March 31, Montevideo, 
Uruguay 
 
一般読者むけの研究成果の連載 
『科学』、岩波書店。毎月 1 回の連載。 
『発達』、ミネルヴァ書房。季刊の連載。 
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